
自動車部品工業会 環境自主行動計画に

対する2021年度数値実績

（第9次環境自主行動計画の初年度）

1

《会員企業様向け報告資料》

個別報告

2023年2月10日
環境対応委員会



１）CO2排出量

・2030年度までに2013年度⽐で46%以上の削減を目指す
・対象︓国内事業場のエネルギー起源排出量（Scope1､2）（国のエネルギー政策等の変更があった場合には⾒直す。）

数値目標実績（CO2、廃棄物、VOC）
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2021年度は⽣産活動量が回復したが、省エネ努⼒や燃料転換の効果により対前年度⽐で横ばいとなった。
出荷額あたりの排出量原単位は、10.6%減少した。

電力換算係数は変動係数（調整後排出係数）

2030年目標
▲46%以上の
削減を目指す
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２）-1 産業廃棄物量

実 績

（万t）

目標達成を継続中
実 績

２）-2 再資源化率
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・2025年度 最終処分量
3.6万トン以下の維持にチャレンジする。

（2000年度⽐で75％削減に相当）

・2025年度 再資源化率
85％以上にチャレンジする。

（再資源化率に有価発⽣物含む）

再資源化率︓再資源化物量/産業廃棄物量・有価物量

（％）

目標達成

～‘25目標
85％以上

○
～‘25目標

3.6以下

○
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３）-1 ＶＯＣ排出量

（万t）

３）-2 有害大気汚染３物質排出量
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・数値目標を設定しないが増加抑制に取り組む
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（ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ、ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ）

・数値目標を設定しないが増加抑制に取り組む

2.27

1.81

0.840.85
0.79

0.740.69 0.71

0.47 0.430.54

0.37
0.38

0.13
0.07

0.17
0.120.12 0.13

0.11 0.100.030.03
0.13


